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生命と生物多様性の理解
──第３学年「身の回りの生物」を例に──
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Ⅰ．はじめに

平成 29 年改訂小学校学習指導要領理科の
目標に、(1) 自然の事物・現象についての理
解を図り、観察、実験などに関する基本的な
技能を身に付けるようにする、(2) 観察、実
験などを行い、問題解決の力を養う、(3) 自
然を愛する心情や主体的に問題解決しようと
する態度を養う、ことが示された。教科の目
標 (3) で「自然を愛する心情」を養うことに
伴い、各学年の「B 生命・地球」に関する目
標に「生物を愛護する態度」や「生命を尊重
する態度」が位置付けられている。

第３学年に新規に導入された「身の回りの
生物」は、平成 20 年改訂学習指導要領の

「昆虫と植物」と「身近な自然の観察」を合
わせた内容となっている。また、第３学年で
育成すべき問題解決の力（思考力、判断力、
表現力等）としては、「比較」および「問題
を見いだし、表現すること」が重視されてい
る。児童が、身の回りの様々な生物を探し、

見つけ、観察し、比較しながら、それぞれの
生物の特徴を調べる活動を通して、問題を見
いだす力や生物を愛する態度、主体的に問題
解決しようとする態度を育成することをねら
いとしている。我々は、先に、小学校学習指
導要領における「昆虫と植物」に関連する領
域の内容の変遷、及び平成 20 年改訂学習指
導要領に基づく第３学年理科教科書の「身近
な自然の観察」と「昆虫と植物」に関する内
容の分析結果を報告している（岩間・松原，
2017；2020）。

本稿では、平成 29 年改訂学習指導要領に
示された「問題を見いだし、表現すること」
及び「比較しながら調べる活動」が、令和２
年度版の新教科書でどのように扱われている
かを調査するとともに、生命と生物多様性の
理解に影響する活動が、第３学年においてど
のように扱われているかを考察する。

Ⅱ．方法
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１．学習指導要領の調査
小学校学習指導要領における「身の回りの

生物」に関連する領域の内容を調査した。分
析対象とした学習指導要領は、平成 20 年改
訂（文部科学省、2008）及び平成 29 年改訂

（文部科学省、2017）の学習指導要領である。

２．理科教科書の調査
調査対象とした教科書は、平成 29 年改訂

の学習指導要領に基づく令和２年度版教科書
（以降、[R02] と記す、また新教科書と呼ぶ）
及び平成 20 年改訂の学習指導要領に基づく
平成 27 年度版教科書（[H27]、旧教科書）の
全出版社６社、計 12 冊である。教科書の出
版社は、DN、 TS、 KR、 KS、 GT、 SK のよう
に記号で表す。

調査内容は、小学校第３学年「身の回りの
生物」に関連する単元で扱われる内容であり、
学習指導要領の「内容」及び「内容の取り扱
い」に従い、問題解決の各過程に関する記述
などについて調査・分析した。

Ⅲ．結果と考察 

１．学習指導要領の内容の比較
（１）平成 20 年改訂

第３学年 B 生命・地球に、「(1) 昆虫と植
物」に加え「(2) 身近な自然の観察」が新た
に導入された。内容は、「身の回りの生物の
様子を調べ、生物とその周辺の環境との関係
についての考えをもつことができるようにす
る」であり、「生物は、色、形、大きさなど
の姿が違うこと」「生物は、その周辺の環境
とかかわって生きていること」を学習し、生
物と生物多様性を理解するものである。

（２）平成 29 年改訂
B 生命・地球の「(1) 身の回りの生物」 は、

平成 20 年改訂の「昆虫と植物」「身近な自然
の観察」が統合された内容である。身の回り
の生物について、探したり育てたりする中で、
それらの様子や周辺の環境、成長の過程や体

のつくりに着目して、それらを比較しながら
調べる活動を通して、観察、実験などに関す
る技能を身に付けるとともに、( ｱ ) 生物は、
色、形、大きさなど、姿に違いがあること、
また、周辺の環境と関わって生きていること、
( ｲ ) 昆虫の育ち方には一定の順序があること、
また、成虫の体は頭、胸及び腹からできてい
ること、( ｳ ) 植物の育ち方には一定の順序が
あること、また、その体は根、茎及び葉から
できていること、を学習する。「身の回りの
生物」は、実際に自然の中で生物に接し、生
物を生息環境とともに理解させることが重要
であり、これらの活動を通し、生命を実感し、
生物を理解させるものであり、生命尊重の態
度育成につながるものと考えられる。

２．理科教科書の記述内容の比較
表1-1、表1-2は、「身の回りの生物」

を通した問題解決の力、及び「生命、生物多
様性、安全性」などに関する記述をまとめた
ものである。
a. 単元名、ページ数（項目１）

単元名は「しぜんのかんさつ」「生き物を
さがそう」「春のしぜんにとびだそう」など
各社で異なり、新旧で同じ単元名を用いてい
る出版社は３社あった。本単元は１社（SK）
を除き、４月当初、学年の最初に学習する単
元である。

教科書のページ数は、[R02] が平均 181.3
ページ、[H27] は 155.3 ページで、平均 26.0
ページ増えていた。一方、単元のページ数は、
[R02] は平均 9.7 ページ、[H27] は 11.3 ページ
で、1.6 ページ減っていたが、巻末資料を含
め る と、[R02] は 12.2 ペ ー ジ、[H27] は 12.0
ページで、ほぼ変わらなかった。
b. 理科の学び方：観察、実験を通した問題解決

の力の育成（項目２）
1) 問題を見いだす：「問題をみつけよう」「問
題をつかもう」などの項目は [H27] は３社の
みに見られたが、[R02] では全社に見られた。
その記述「どんな生き物がいるのかな。体全
体を使って、さがしてみよう」や写真などで、
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実際に身の回りの自然の中での活動を促すも
のであった。
2) 問題：「生きものは、色、形、大きさなど、
すがたにちがいがあるのでしょうか」「生き
物をくらべると、どのようなちがいがあるで
しょうか」という思考を促す問いかけが、
[R02] では６社全社に見られた。
3) 予想する、4) 計画を立てる：問題から観
察に至る過程に、「予想しよう」「計画を立て
よう」という項目が見られたのは、[R02] で
２社のみであった。ただし他の２社には、図
の吹きだしなどに「ダンゴムシの食べ物やす
みかは、どうだろう」などの「予想させる」
問いかけが見られた。
5) 観察、実験：「身のまわりの生き物のすが
たを調べよう」「身の回りの生き物を調べ
る」など体験を促す問いかけが、新旧共に６
社全社に見られた。
6) 結果：結果の項目があるのは新旧共に４社、
残り２社は観察記録例の提示のみであった。
7) 結果から考える：「結果から考えて話し合
おう」という内容は [R02] ５社、[H27] ４社
に見られ、１社増えていた。
8) まとめ：「生き物をくらべると、それぞれ
色、形、大きさなどにちがいがあります」な
どの記述が新旧共に６社全社に見られ、生物
多様性の記述は [R02] の全社に認められた。
9) 比較：色、形、大きさでの比較、または、
似ている生物の比較が、新旧共に６社全社に
見られた。例の一つ、モンシロチョウ（Pieris 

rapae）とモンキチョウ（Colias erate）は、
共にシロチョウ科に属し、形、大きさが似て
おり、さらに、モンキチョウの雌の翅は白に
近い色をしている。ツバメシジミ（Everes 

argiades）は、シジミチョウ科に属し、翅の
表面が、オスは青紫色、メスは黒色であるが、
裏面は灰色がかった白色で、後翅には橙色の
紋を持ち、モンシロチョウと似ている部分も
多く見られる一方、翅の色など、違いも多く
認められる。ヒメオドリコソウ（Lamium 

purpureum）とホトケノザ（Lamium am-

plexicaule）は共に、シソ科、オドリコソウ

属に属し、形、大きさ、花の形や色も似てい
るが、葉の形で区別でき、これらの生物は、
比較を通した生物多様性と共通性の学習に適
した教材であると考えられる。
10) 振り返る：「たしかめよう」「たしかめ」
という項目（章末問題）が、 [R02] ３社、
[H27] ２社に見られ、1 社増えていた。
11) 学びを深める：「生き物図鑑をつくって
みよう」「図鑑でしらべよう」という学びを
深める項目が、新旧共に４社で見られた。
c. 生命、環境（項目３）
「生きものをむやみにとったりつかまえた

りしない」「ていねいにあつかう」など、生
命尊重に関する記述は、[H27] ６社に見られ、
[R02] は３社であったが、後に続く「昆虫の
観察」の単元には全社に生命尊重の記述が見
られた。「身の回りの生物」は、第３学年最
初の学習であり、できるだけ早い段階から生
物の「生命」に気付かせ、生命尊重の態度を
育成していくことが重要であると考える１）。
d. 安全性（項目４）
「虫眼鏡の使い方」「刺したり噛んだりする

動物」に関する記述は新旧共に６社全社に見
られた。その他「教師からの注意、手洗い」
などは、[R02] ４社、[H27] ３社に見られた。

３．「身の回りの生物」で扱われる動植物
表２、表３は「身の回りの生物」の単元で

扱われる動植物を調査しまとめたものである。
a.「身の回りの生物」で扱われる植物（表２）

植物では、「タンポポ」は、新旧共に６社
全社で扱われていた。その他、「アブラナ」

「オオイヌノフグリ」「ヒメオドリコソウ」
「ハルジオン」などが扱われていた。また
「安全性」の観点から、危険な植物として
「ウルシ」が５社、「イラクサ」２社、「ハゼ
ノキ」が１社で挙げられていた。

植物の種類数は、[R02] が平均 3.2 種類、 
[H27] は 5.5 種類で 2.3 種類減っていたが、巻
末資料等で参考として挙げられている植物を
含めると [R02] は 14.7 種類、[H27] は 15.0 種
類であり、ほぼ変わらなかった。
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表 1-1　小学校第 3 学年理科「身の回りの生物」(1)表１－１ 小学校第３学年理科「身の回りの生物」 

R02 H27 R02 H27 R02 H27

H29 H20 H29 H20 H29 H20

しぜんのかんさつ
しぜんのかんさつ

をしよう
春のしぜんにとび

出そう
春のしぜんにとび

出そう
生き物をさがそう

身近なしぜんのか
んさつ

10 14 8 10 8 8

4 2 1 0 4 6

192 140 176 156 178 160

問題をみつけよう：
校庭で生き物をさ
がして，気づいた
ことを話し合いま

しょう．

―

問題をつかもう：ど
んな色や形の生き
物を見つけたか，
たがいに発表し合

いましょう．

―

どんな生き物がい
るのかな：しぜんの
中には，どんな生き
物がいるのかな．
体全体を使って，さ

がしてみよう．

どこに，どんな生き
物がいるでしょう

か．校庭や野原な
どに行き，かんさつ

してみましょう．

生きものは，色，
形，大きさなど，す
がたにちがいがあ
るのでしょうか．

生きものは，それ
ぞれどのようなす
がたをしているで

しょうか．

生き物はどんなす
がたをしているだ

ろうか．

校庭や学校のまわ
りをたんけんして，
春のしぜんのなか
に見られる生き物
をさがしましょう．

見つけた生き物
は，どんなようす

だったのだろうか．

身の回りには，どこ
に，どんな生き物が
見られるだろうか．

〇 ― ― ― ― ―

〇 ― ― ― ― ―

生きものの色，
形，大きさをほか

の生きものとくらべ
ながら調べる．

生きもののすがた
を調べる

春の生き物のすが
たをくわしく調べま

しょう．

春の生き物のすが
たをくわしく調べま

しょう．

1.校庭や野原に出
て，生き物をさが

ず．2.かんさつする
生き物を決めて，く

わしく調べる．

どこに，どんな植物
や動物が見られる
か，さがしてかんさ

つする．

〇 〇 △ △ 〇 〇

〇 〇 〇 〇 △ △

生きものは，色，
形，大きさなどの
すがたに，にてい
るところやちがい

があります．

生きものは，それ
ぞれ色，形，大きさ
などのすがたがち

がいます．

わたしたちの身の
まわりには，いろ
いろな生き物がい
ます．生き物は，

それぞれ，色，形，
大きさなどのすが
たがちがっていま

す．

わたしたちの身の
まわりには，いろい
ろな生き物がいま
す．生き物はそれ
ぞれ，色，形，大き
さなどのすがたが
ちがっています．

生き物は，それぞ
れ，すんでいる場
所，大きさ，形，色
などにちがいがあ

る．

動物や植物は，ま
わりのしぜんとかか
わり合って生きてい

ます．

〇 〇 〇 〇 〇 △

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 ― ― 〇

〇 〇 〇 〇 ― ―

3

生
命
・
環
境

生きものをかんさ
つするときは，きず
をつけないようて
いねいにあつか

う．

生きものをむやみ
にとったりつかま

えたりしない．

単元外：草や虫な
どは，むやみに

とったり，つかまえ
たりしないようにし

ましょう．

単元外：草や虫な
どは，むやみにとっ
たり，つかまえたり
しないようにしま

しょう．

生き物をむやみに
とったり，つかまえ
たりしないようにす
る．つかまえた生き
物は，もとの場所

に返す．

かんさつする生き
物だけをとり，かん
さつが終わったら，
もとの場所にもどそ

う．

目をいためるの
で，虫めがねで太
陽を見てはいけな

い．

目をいためるの
で，虫めがねで太
陽をぜったいに見

てはいけない．

目をいためるの
で，ぜったいに虫
めがねで太陽を見
てはいけません．

目をいためるので，
ぜったいに虫めが
ねで太陽を見ては

いけません．

目をいためるので，
ぜったいに虫めが
ねで太陽を見ては

いけない．

目をいためるので，
ぜったいに虫めが
ねで太陽を見ては

いけない．

とげやどくのある
生きものには近づ
いてはいけない．

とげやどくのある
生きものには近づ

かない．

（単元外）どくやと
げなどをもつ，きけ
んな生き物に，気
をつけましょう．

（単元外）どくやと
げなどをもつ，きけ
んな生き物に，気を

つけましょう．

どくをもつ生き物
や，かぶれる植物
には，近づいたりさ
わったりしない．

かぶれる植物や，
さしたりかんだりす
る動物，どくをもつ

動物に気をつける．

先生とのやくそくを
守りましょう．

先生からの注意を
よく聞き，安全に活

動する．

外から帰ったら手
をあらおう．

外から帰ったら手を
あらおう．

DN TS KR

生物多様性

3) 予想する

4) 計画を立てる

5) 観察・実験

単元名

頁
数

単元

巻末資料・別冊等

教科書

項目

1

2
活

動

1) 問題を見いだす

2) 問題

比較

振り返る

学びを深める

6) 結果

7) 結果から考える

8) まとめ

生命尊重

4
安
全

虫眼鏡の使い方

刺したり噛んだり
する動物，危険な

場所など

その他（教師から
の注意，手洗いな

ど）

注）R02：令和２年度版，H27：平成27年度版の理科教科書．DN,TS,KR,KS,GT,SK：出版社名．○：記述有り，△：項目は記されていない，―：記述無し．
　問題解決の活動については，教科書の表記を基にした．

生きものをさわる
前とさわった後に
は，手をあらう．

―

（単元外）先生の
注意をよく守り，き
けんなことをしては

いけません．

先生の注意をよく
守り，きけんなこと
をしてはいけませ

ん．

教科書の出版年

学習指導要領改訂年
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表 1-2　小学校第 3 学年理科「身の回りの生物」(2)表１－２ 小学校第３学年理科「身の回りの生物」 

R02 H27 R02 H27 R02 H27

H29 H20 H29 H20 H29 H20

生き物を調べよう 生き物をさがそう しぜんのかんさつ しぜんのかんさつ
身近なしぜんのか

んさつ
身近なしぜんのか

んさつ

10 14 10 8 12 14

6 8 4 2 0 0

200 180 180 140 162 156

見つけよう：タンポ
ポなどの植物のす
がたをくわしく見ま

しょう．

やってみよう：身の
まわりでよく見られ
る植物のすがたを

調べてみよう．

問題をみつけよう：校
庭や学校のまわりで，
虫などの動物や植物
など，どのような生き
物がいたでしょうか．
またどのような場所に
見られたでしょうか．

―

学校のまわりをた
んけんして，どんな
植物や動物が見ら
れるか，さがしてみ

よう．

学校のまわりで植
物を見つけ，かん
さつしよう．学校の
まわりで，動物をさ

がそう．

問題：身のまわり
の生き物は，それ
ぞれどのようなす
がたをしているの

だろうか．

植物や虫などの生
き物は，どのような
すがたをしている

のだろうか．

問題：生き物をくら
べると，どのような
ちがいがあるでしょ

うか．

―

問題：植物はどのよう
なすがたをしているの
だろうか．動物はどの
ようなすがたをしてい
るのだろうか．動物は
どのような場所で何を
しているのだろうか．

ダンゴムシはどの
ようなところにすん
でいるのだろう．

〇 ― △ ― △ △

〇 ― ― ― ― ―

観察：身のまわり
の生き物のすがた

を調べよう．

１．校庭や野原で
見つけた植物のす
がたを調べよう．
２．校庭や野原で
見つけた虫などの
すがたを調べよう．

観察：身の回りの
生き物を調べる．

身のまわりの生き
ものを調べてみま

しょう．

植物をさがしてかん
さつしよう．動物の
色や形，大きさなど
をかんさつしよう．
動物のいる場所を

調べよう．

かんさつ

〇 〇 △ △ 〇 〇

〇 〇 〇 〇 ― ―

身のまわりの生き
物は，しゅるいに

よって，それぞれ，
形や色，大きさなど
のすがたにちがい

がある．

植物や虫などの生
き物は，しゅるいに
よってそれぞれと

がった形，色，大き
さをしている．

生き物をくらべる
と，それぞれ色，

形，大きさなどにち
がいがあります．

生きものは，それ
ぞれ色，形，大き
さ，すんでいる場
所などがちがいま

す．

動物の色，形，大き
さなどは，動物の

しゅるいによってち
がいがあります．

動物の色，形，大
きさなどは，動物
のしゅるいによっ
てちがいがありま

す．

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 ― ― ― ―

〇 〇 〇 〇 ― ―

3

生
命
・
環
境

―

虫が弱ってしまうの
で，虫を長い時間
ビニルぶくろに入

れたままにしない．

―
むやみに生きもの
をとらないようにし

ましょう．
―

動物をむやみにつ
かまえない．

単元外：目をいた
めるので，ぜったい
に虫めがねで太陽
を見てはいけない．

目をいためるので，
ぜったいに虫めが
ねで太陽を見ては

いけない．

目をいためるので，
ぜったいに，虫め
がねで太陽を見て

はいけません．

目をいためるの
で，ぜったいに，虫
めがねで太陽を見
てはいけません．

単元外：目をいため
るので，虫めがね
でぜったいに太陽

を見てはいけない．

目をいためるの
で，虫めがねで

ぜったいに太陽を
見てはいけない．

単元外：きけんな
場所には近づかな
い．さしたり，さわ
るとかぶれたりす
る生き物もいるの

で，むやみにさわら
ない．

きけんな場所には
近づかない．さわる
とさしたり，かぶれ
たりする生き物も
いるので，むやみ

にさわらない．

野外のかんさつの
ときには，安全に気
をつけ，先生のいう

ことをよく聞きま
す．

（資料）野外のか
んさつを行うときに
は，下にしめすよう
な生きものに注意

しましょう．

ハチやけむし，とげ
のある植物などに

注意する．

ハチやけむし，と
げのある植物など

に注意する．

2

1) 問題を見いだす

2) 問題

5) 観察・実験

生物多様性

KS GT

活

動

3) 予想する

4) 計画を立てる

6) 結果

8) まとめ

比較

SK

単元名

頁
数

7) 結果から考える

振り返る

学びを深める

単元

虫眼鏡の使い方

注）R02：令和２年度版，H27：平成27年度版の理科教科書．DN,TS,KR,KS,GT,SK：出版社名．○：記述有り，△：項目は記されていない，―：記述無し．
  問題解決の活動については，教科書の表記を基にした．

生命尊重

刺したり噛んだりす
る動物，危険な場

所など

その他（教師から
の注意，手洗いな

ど）

4
安
全

―
動物にふれたとき
は，手をあらう．

―

単元外：先生のい
うことをよく聞き，き
けんな場所には近

づきません．

― ―

巻末資料・別冊等

教科書

教科書の出版年

学習指導要領改訂年

項目

1



岩間 淳子・松原 静郎

46

表 2　第 3 学年理科「身近な自然の観察」で扱われる植物

R02 H27 R02 H27 R02 H27 R02 H27 R02 H27 R02 H27

タンポポ（セイヨウタンポポなど） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アブラナ ○ ○ ○ ○ △ △

オオイヌノフグリ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○

ヒメオドリコソウ △ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○

ハルジオン △ △ △ ○ △ △ ○ △ ○ ○

シロツメクサ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ 〇

ナズナ △ △ △ ○ △ ○ △ ○ △ △ ○ ○

チューリップ △ ○ ○ ○ ○ ○

ホトケノザ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ △ △

ヒメジョオン △ △

カラスノエンドウ △ △ △ ○ △ ○ △ △ △ △

ノゲシ △ ○

ハコベ（ウシハコベ） △ △ △ △ △ △ △ △ △

カタバミ △ △ △ △ △ △ △ △ △

キュウリグサ △ △ △ △ △ △

ハハコグサ △ △ △ △

ゲンゲ（レンゲソウ） △ △ △ △

ヘビイチゴ △

ジシバリ △ △

スミレ △ △ △ △ △

エノコログサ △ △

エンドウ △

オオバコ △ △ △

スギナ △ △

ヒナゲシ（ナガミヒナゲシ） △

ツツジ △ △

ショカツサイ（オオアラセイトウ） △ △

ムラサキカタバミ △

アカツメグサ △

タネツケバナ △

ドクダミ △

スイバ △ △ △

ウルシ，ツタウルシ △* △* △* △* △* △* △* △* △* △*

イラクサ △* △* △* △*

ハゼノキ △* △*

ヌルデ △*

植物 1 4 2 7 2 9 5 6 2 1 7 6

植物（参考） 14 12 15 0 12 7 13 19 15 18 0 1

計 15 16 17 7 14 16 18 25 17 19 7 7

出版社
　植物

植

物

掲
載
数

注）R02：令和２年度版，H27：平成27年度版，H23：平成23年度版教科書．DN,TS,KR,KS,GT,SK：出版社名． ○：扱われている植物，
△：参考として扱われる植物（巻末資料，別冊等）．　＊：危険な植物

表２　第３学年理科「身近な自然の観察」で扱われる植物

DN TS KR KS GT SK
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表 3　第 3 学年理科「身の回りの生物」で扱われる昆虫（動物）
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b.「身の回りの生物」で扱われる昆虫（動物）
昆虫では、「ナナホシテントウ」「モンシロ

チョウ」が新旧共に５社で扱われていた。
「アゲハ」は [R02] ２社であったが、「昆虫の
育ち方」の単元では、６社全社で「モンシロ
チョウ」「アゲハ」が扱われていた。また、

「クロオオアリ」は新旧共に３社であったが、
参考資料や「昆虫の観察」の単元で「クロオ
オアリ（アリ）」が扱われていた。その他、

「ベニシジミ」「ツバメシジミ」「ショウリョウ
バッタ」「オオカマキリ」「カブトムシ」など
が扱われていた。また「安全性」の観点から、
危険な動物として「チャドクガ（幼虫）」が４
社、「スズメバチ」が３社で挙げられていた。

昆虫の種類数は新旧共に平均 4.2 種類であ
り、巻末資料等で参考として挙げられている
昆虫を含めると、共に 7.9 種類であった。な
お、[R02] の１社（GT）は、「身の回りの生
物」で昆虫を扱っておらず、「昆虫の育ち方」

「昆虫の観察」の単元で昆虫を扱っていた。
昆虫以外の動物では、「ダンゴムシ」が

[R02] ４社、[H27] ５社であったが、「昆虫の
体のつくり」に関連する単元には、昆虫の体
と比較する動物として「ダンゴムシ」が６社
全社で扱われていた。その他、出版社により

「メダカ」「カエル」「ツバメ」などが扱われ
ていた。

教科書の「身の回りの生物」の単元では、　
主に、( ｱ ) 生物は、色、形、大きさなど、姿
に違いがあること、また、周辺の環境と関わ
って生きていること、を学習していた。植物
や昆虫の体のつくりや育ち方は、それぞれ

「昆虫」と「植物」の単元で学習するように
なっていた。

Ⅳ．まとめ

理科の学び方では、「問題を見いだす（問
題をつかむ）」過程が [R02] の全てで扱われ
ていた。また、第３学年の問題解決につなげ
る「比較」は、形態が似ている生物の比較が

扱われており、[H27] より高度な比較学習が
含まれていた。岩間ら（2014）は、自然体験
や生物に関する体験が生命観育成に有効であ
ると報告してきた。本単元には、身近な自然
の中での体験や高度な比較活動など多様な体
験活動が示されており、生命尊重及び自然環
境の保全に寄与する態度の育成を目指すのに
相応しい内容と考えられる。児童が身の回り
の生物に関心を持ち、問題を見つけ、生物の
観察という体験を通して、生命尊重の態度を
育成するよう指導していくことが重要である
と考える。

【注】
1） 小学校学習指導要領解説理科編、第４章

(3) に「野外で生物を採取する場合には、
必要最小限にとどめる」「生物を愛護しよ
うとする態度を養う」と記されている。
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